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安
心
し
て
新
し
い
年
を迎
え
る
た
め
に

「
西
暦
2
0
0
0

年
問
題
」へ
の
対
応

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
誤
作
動
に
よ
る
西
暦
2
0
0
0

年

問
題
に
つ
い
て
は
、
国
や
自
治
体
を
は
じ
め
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う
企
業
に
お
い

て
徹
底
し
た
防
止
策
が
取
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
消
費
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

か
か
わ
っ
て
い
る
以
上
、
や
は
り
、「
不
測
の
事
態
」に

備
え
て
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

区
で
は
区
長
を
本
部
長
と
し
た
「
2
0
0
0
年
問
題

対
策
本
部
」を
設
置
し
こ
の
問
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
年
末
年
始
に
お
け
る
区
の
対
応
と
ご
家
庭

で
用
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

も

し

も

年

末

年

始

に

何

か

あ

っ

た

ら

区
で
は
、
1
2月
3
1日
の
午
後
5
時
か

ら
1
月
1
日
の
正
午
ま
で
、
特
別
警
戒

期
間
と
し
て
防
災
セ
ン
タ
ー
に
職
員
が

泊
ま
り
込
み
ま
す
。
足
立
区
に
異
変
が

な
い
か
ど
う
か
の
情
報
を
収
集
す
る
と

と
も
に
、区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。
左
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
年
末
年
始
相
談
窓
口

と
併
せ
て
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
起
こ

っ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区
民
サ
ー
ビ
ス

の
混
乱
を
起
こ

さ
な
い
た
め
に

区
で
も
、住
民
票
や
税
あ
る
い
は
砺
祉

な
ど
区
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
重
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
や
機
器
の
2
0
0
0

年
問
題
対
応
に
つ
い
て
は
、
8年
度

よ
り
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
念
を
入
れ
る

た
め
年
末
年
始
に
職
員
が
出
勤
し
、
1

月
4
日
の
仕
事
始
め
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が

ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ

ム
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

ご 家 庭 で の 備 え
( 3 日分程度の水と食料を)

万
全
の
準
備
を
し
て
も
、
何
が
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
2
0
0
0

年
問

題
の
特
徴
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご

家
庭
に
お
い
て
は
、
大
地
震
の
災
害
に

対
す
る
備
え
と
し
て
様
々
な
物
資
を

備
蓄
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、こ
の
問
題
を
契
機
に
備

蓄
を
も
う
一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

用
意
し
て
お
き
た
い
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

刄
齠
淞
芳
二
λ
1
日
3
j
ゝ
×
3
口

分▽
食
料
品
(
簡
単
に
調
理
で
き
る
も
の
I

×
3
日
分

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
ー
ボ
ン
ベ
、
懐
一

電
灯
、ラ
ジ
オ
、乾
電
池
、ロ
ウ
ソ
ク

灯
油
、
医
薬
品
な
ど
。
ま
た
、
浴
槽
心

湯
は
抜
か
ず
に
。
単
の
ガ
ソ
リ
ン
は
″

タ
ン
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「西暦2000 年問題」についてのお問い合わせは

災害対策課S3880- 5111( 代)
12月31日午後5時～1月1日正午の期間は
防災センター直通電話登3880- 5836～7

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

家
族
介
護
者

教
室

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
職
員
の
給
与
等
の
公
表

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

ひ
ろ
ぱ

掲
示
板

8
面
▽
▽
▽
ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

あ
だ
ち

カ
レ
ン
ダ
ー

区長へのファクス

隰3880- 5678
区民の声を
お待ちしています

年
末
年
始
の
清
掃
作
業

・
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・・
資
源

年
末
は
1
2月
3
0日
肉
ま
で
、
年
始
は
1

月
4
日
出
か
ら
曜
日
ど
お
り
に
収
集

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
集
積
所
の
ビ

ラ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一嚠
粗
大
ご
み

年
末
は
1
2月
2
8日
閃
第
4
火
曜
日
の

地
区
ま
で
、
年
始
は
1
月
4
日
㈹
第
1

火
曜
日
の
地
区
か
ら
収
集
し
ま
す
。
な

お
、粗
大
ご
み
の
申
し
込
み
は
、粗
大
ご

み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

昔
(
5
2
9
6
)
7
0
0
0
　

年
末
年
始
の
ご
み
・
資
源
の
収
集

は
、
収
集
時
間
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
し
尿

年
末
は
1
2月
3
0日
宋
ま
で
、
年
始
は
1

月
4
日
出
か
ら
収
集
し
ま
す
。

申

先
=
足
立
西
清
掃
事
務
所

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
店
頭
回
収

店
頭
回
収
は
、1
2月
3
1日
か
ら
1
月
3

日
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。

問
先
=
▽
足
立
東
清
掃
事
務
所
Λ
千
住

地
区
お
よ
び
国
道
4
号
線
東
側
▽

昔
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

▽
足
立
西
清
掃
事
務
所
Λ
千
住
地
区
を

除
く
国
道
4
号
線
西
側
▽

a
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

ラ イ フ ラ イ ン
「西暦2000年問題」
年末年始相談窓口

東 京 電 力 … お 客 さ ま セン タ ー
き3888- 9111( 代 表)
( 音 声案 内 に 従っ て く ださ い)

東 京 ガ ス … 葛 飾 お 客 様セ ン タ ー
萱3603- 0361

水 温 局 … 荒川 営 業 所
03802―2164

NTT‥ ・蕎麦寄りのNTT^業鏐〒もし
くは116番へお問い合わせください。
なお、12月29日～1月3日までは休
業 し ま す 。こ の問 は 、局 番な し の113
番へ お 願い し ま す 。

あ
だ
ち
広
報
の

紙
面
の
色
が
か
わ
り
ま
す

1
1
0
号
か
ら
、
毎
月
1
0日
号

の
「
あ
だ
ち
広
報
」
の
紙
面
の
色

が
変
わ
り
ま
す
。
足
立
区
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
水
と
緑
を
テ
ー
マ

カ
ラ
ー
に
、
1
0日
号
が
「
緑
」、
2
5

日
号
が
「
青
」
に
な
り
ま
す
。
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま

す
。

年末年始の業務案内

※ ・コミニユティ文化・スポーツ公社は、12月28日～1月4日の間、総合受付窓口
( 保養所予 約等) も 休みます

※ 西新井区民ギャ ラリ ーでの職業相 談は、1 月14日 がら行い ます

※ 勤労福祉会館 の3 月分施設利用 抽選会は、1 月5 日 に行い ます

1廿帯と 人口 ( 11年12月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 274, 867 人口: 636, 447人( 男: 322, 036人, 女: 314, 411 人)
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保

健

福

祉

ガ
イ

ド

介
護
保
険
・

要
介
護
認
定
申
請
は

お
済
み
で
す
か

来
年
4
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に

要
介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。
介

護
が
必
要
な
方
で
、
申
請
が
お
済
で
な

い
方
は
、
す
ぐ
に
申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
受
付
窓
口
は
介
護
保
険
課
、
各
福

祉
事
務
所
(
表
1
)
で
す
。
ま
た
、

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
表
2
)
、指
定
在
宅
介
護
支
援
事
業

者
も
申
請
の
代
行
を
し
ま
す
。
家
か
ら

出
か
け
ら
れ
な
い
、
記
入
の
仕
方
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
申
請
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
は
、
心
護
保
険
課
素

は
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ

さ
い
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
自
宅

ま
で
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
9
月
初

旬
現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
で
、1
2

月
現
在
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
に

は
、
再
度
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
―
介
護
保
険
課

表1 福祉事務所一覧

高齢者在宅サービスセンター・在宅介護支援センター
1 月の家族介護者教室のご案内

表2 在宅介護支援センター一覧
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…

申
し
込
み
期
限

¨
'場
J
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ご
参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

老
人
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
健
事
業
計
画

中
間
報
告
公
聴
会

1
1月
5

日
か
ら
9

日
に
か
け
て
、
老

人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
中
間
報
告
の
公
聴
会
を
行
い
ま
し

た
。
2
2
4人
の
方
が
参
加
さ
れ

、
会
場
で

の
発
言
お
よ
び
書
面
で
の
意
見
・
質
問

を
6
7
件
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
=

在
宅
福
祉
課
・
介
護
保
険
課
・
地
域
保

健
計
画
推
進

l
r
I
l
i

第
4
回

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
方
…
区
内
に
1
年
以

上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た

は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
一
人

い
る

貸
付
額
り
1
世
帯
M
万
円
以
内

(予
定
利
率
0
4
%、
据
え
置
き
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据

置
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
=
申

込
書
を
窓
口
に
持
参

※
用
紙
は
1
月
4

日
か
ら
、
貸
付
係
窓
口
、
区
民
事
務

所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所
は
除
く
)
、

福
祉
事
務
所
、
動
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
配
布

受
付
期
間
=
1
月
H
B
I
2
1

日

次
回
の
貸
付
(
一崑
年
度
第
1

回
)
は
、1
2年
4
月
中
旬
に
受
付
を

予
定

申
・
問
先
―
貸
付
係

思
春
期
青
年
期

講
演
会

思
春
期
の
若
者
に
多
い
問
題
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
思
春
期
の
特
徴
や
、
若

者
の
心
を
考
え
ま
す
。
日
時
等
=
表
3

場
所
―
足
立
保
健
所

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=
1
2

月
2
7日
か
ら
電
話

申
・
問
先
―
足

立
保
健
所

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

表3 講演会日程等

※ いずれも木曜日、午後2時～4時

障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、都
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
相
談
員
が
、

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時
等
=
表
4
場
所
=
竹
の
塚
障
害

福
祉
館
問
先
=
▽
東
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
`
一
一
(
5
6
8
2
)
5
3
了
0

▽
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3

つ£

表41 月の相談実施日

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー ショ ン

▼
3・
4
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各

施
設
(
左
・
下
表
)
で
受
け
付
け

ま
す
。

申
込
=
公
社
の
各
施

設
で
販
売
す
る
申
込
(
ガ
キ

(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
(
1

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
1

月
5
日

…一日
必
着
(
抽
選
結
果

を
1
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受
付

―
当
選
者
は
、2
月
1
1日
ま
で
に
各
公

社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

空
き
室
の
利
用

3
・
4

月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は

、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(

今
回
は
2

月
1
1
1
1

一
日
)

か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す

。

1
2・
1

・
2

月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す

。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に
お

近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(

申
し

込
み
は
利
用
日
の
3

日
前
ま
で
で
す
)

● 各施設利用案内3 ・4 月利用分

※ 公社施 設で すで に購入済みの宿泊施設抽 選申し込 みカ ード( 専用ハガキ) には「鋸南自 然の家」の表示のないも のがあり ますが、使用でき ます。
施設名 欄に「 鋸南自 然の家」と配入し、申し込んでく ださい
※ 利用申し 込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通で お願いし ます
豪「那 須・森の家」へは直通バスも運行していま す。 公社窓口 へお間い合 わせく ださい

● コミュニティ文化・スポーツ公社各施設一覧

受付時間=①～⑩は午前9時～午後8時、0は午前10時～午後6時( 笛週月● 日休館) @は午前9時～午後5時( 土一日・祝日を除く)
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健康カレン
ダー
　
1月の予
定

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

「
成
人
病
と

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
」

日
時
6
▽
検
査
…
1
月
1
7
日
吁
、
午
前

9
時
3
0
～
1
0
時
▽
結
果
…
2
月
7
日

側
、午
前
9
時
若
了
1
0
時
対
象
=
1
8

歳
～
3
9
歳
ま
で
の
女
性
内
容
=
骨
測

定
/
体
脂
肪
/
血
圧
測
定
/
尿
・
血
液

検
査
(
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、中
性
脂
肪
、

貧
血
等
)

定
員
-
3
0人
(
抽
選
)
費

用
―
無
料

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話

番
号
、「
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
」

と
明
記

期
限
=
1
月
5
日
必
着

申

・
問
先
=
千
住
保
健
所

〒
1
2
0
・
0
0
3
6

千
住
仲
町
扣一
-
3

登
(
3
8
8
8
)
4
2

了
了

女
性
が
ん
検
診

成
人
健
康
審
査
(無
料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。1
0年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
過
去
1
年
以
内
に
、

区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

・

女
性
が
ん
検
診

対
象
=
3
0
歳
以
上
の
女
性
区
民

内
容

―
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

圏
成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
ま
で
(
1
1
年
4

月
1
日
～
1
2
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
6
5
歳

と
な
る
方
を
含
む
)
の
区
民

内
容
―

血
液
、
尿

、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の

検
査
な
ど
で

、
心
臓
、肝
臓
、じ
ん
臓
の

病
気
や
糖
尿
病

、
高
血
圧
、
高
脂
血
症

な
ど
を
調
べ
ま
す

I

い
ず
れ
も
ト

ト

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号

、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日

、年
齢

、

性
別

、
電
話
番
号
、
希
望
検
診
名
を
明

記

。
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申

・
問
先
=

保
健
予
防
係

〒
剴一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
l
l

一
打
1
1

消
化
器
が
ん
検
診

(
無
料
)

内
容
―
①
X
線
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検

診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②

血
液
検
査
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検
便

に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

※
②
の
血
液

検
査
は
採
血
量
が
少
量
で
す
み
、妊
娠

中
も
し
く
は
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

方
、バ
リ
ウ
ム
の
服
用
が
苦
手
な
方
で

も
気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
日
程
―
表

5
対
象
=
3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を

切
除
し
た
方
、胃
の
訶
気
で
治
療
中
の

方
は
除
く
。妊
娠
中
の
方
は
②
の
み
可
　

定
員
=
2
0
人
～
6
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
气

表
5
よ
り

検
診
名
(
①
X
線
撮
影
ま
た
は
②
血
液

検
査
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検
診

日
、
受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記
　

期
限
9
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
消

印
有
効
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
　
(
2

月
を
希
望
す
る
場
合
、2
月
1
5日

消
印
有
効
、
受
診
票
の
送
付
は
2
月
末

日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
受
診
日

が
翌
々
月
に
な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が

他
の
保
健
所
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
②
の
血
液
検
査
は
中
央
本
町
保
健

相
談
所
が
、比
較
的
早
く
受
診
で
空
手

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
診
療
放
射

線

〒
1
2
1・0
8
2
2

西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

酋
(
3
8
5
5
)
4
1
5
6
(

直
通
)

表5 消化器がん検診日程
①× 線撮影十検便

( 2) rm液検 査十検 便

1 月の献血
皆さんのご協力をお待ちしています

休日診療所
12月29日から1 月3 日まで休日
診療所( 下記) を開設します。

なお、日曜日、祝日も開設
しています。

休日診療所一覧

救急病院のご案内
消防庁災害救急情報センター 03212 ―2323

夜間・休日診療機関等のご案内
じ>東京都保健医 療情報センター
(健康案内ひまわり)

Q5272 ―0303

※ 食中毒、伝染病発牛等の緊急
の場合は、東京都保健医療情報
センターにご 連絡ください

平
成
1
1年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
9人
が
受
章

平
成
1
1年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
の

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
9

人
の
方
が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
区
で
は
1
2

月
1
4日
に
受
章
者
を
招
き
、
永
年

に
わ
た
る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し

感
謝
し
、
祝
福
し
ま
し
た
。
今
回

の
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
(
敬

称
略
)
。

・
叙
勲
受
章
者

マ
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
…
佐
藤
譲
(
7
0

歳
)

▽
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
…
大
内

繁
(
7
6歳
)
・
岡
安
孝
明
(
7
1歳
)

▽
勲
四
等
瑞
宝
章
…
鈴
木
又
右
衛
門

(
7
0歳
)
・
知
野
見
恭
司
(
7
0歳
)

▽
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・・・
石
鍋
鶴
三

(
7
0歳
)
・
毛
塚
松
雄
(
7
3
歳
)

▽

勲
五
等
瑞
宝
章
…
加
藤
敏
夫
(
7
7
歳
)
・

野
谷
武
(
7
8
歳
)

▽
勲
六
等
単
光
旭

日
章
・
:
宮
尾
修
(
6
5
歳
)

▽
勲
六
等

瑞
宝
章
…
小
幡
福
藏
(
7
5
歳
)

・
小
峯

亨
之
(
6
6
歳
)

▽
勲
七
等
青
色
桐
葉

章
・
:
岡
野
常
夫
(
7
5
歳
)

・
山
田
嘉
農

(
7
5歳
)

▽
勲
七
等
瑞
宝
章
・
土

藤

利
勝
(
6
0
歳
)

・
三
木
清
造
(
7
2
歳
)

・

褒
章
受
章
者

▽
藍
綬
褒
章
…
荒
井
忠
衛
(
7
6
歳
)

・

海
老
原
省
三
(
6
6
歳
)

・
鈴
木
陸
二
郎

(
7
7歳
)

A
総
務
課
V

学びたい!
それが入学資格です

放送大学4 月入学生
募 集 中

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
ーラ
ジ
オ
で

大
学
教
育
を
行
っ
て
い
る
、
正
規
の
通

信
制
4
年
制
大
学
で
す
。
学
部
は
教
養

学
部
で
、
現
在
開
講
さ
れ
て
い
る
約
3
0
0

の
科
目
は
す
べ
て
テ
レ
ビ
(
U
H
F
)

・
ラ
ジ
オ
(
F
M
)

・
C
S
デ
ジ
タ
ル

放
送
さ
れ
、1
科
目
か
ら
自
宅
で
学
習

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

足
立
区
に
あ
る
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ

ー
で
は
、
面
接
授
業
や
学
習
相
談
を
受

け
た
り
、
図
書
室
な
ど
を
利
用
で
き
ま

す
。
大
学
卒
業
を
目
指
す
「
全
科
履
修

生
」
は
、4
年
以
上
在
学
し
所
定
の
単

位
を
修
得
す
る
と
「
学
士
(
教
養
)
」の

学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
卒
業

を
目
的
と
せ
ず
、
学
び
た
い
科
目
を
I

学
期
間
(
6
ヵ
月
)
学
ぶ
「
科
目
履
修

生
」
や
1
年
間
学
ぶ
「
選
科
履
修
生
」

の
コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

授
業
開
始
=
4

月
1
日

出
願
期
限
=
2
月
1
5日

※
募
集
要
項
は
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
区
政
情
報
室
、
公
社
等
各
社
会
教

育
関
係
施
設
で
配
布
中

問
先
=
放
送

大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
(
生
涯

学
習
館
内
){一一

(
3
6
0
5
)
2
6
6
1
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職員の給与・定員管理等を公表します
職員の給与等の実態を区民の告さんにご理解いただくため、次のとおり公表します。

暇員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計費、国や他の地方公共団体の職員の

給与、民間企業の従業員の給与、その他の事情を考慮して定められることになっています。

この趣旨に基づいて、23区共同で設置している特別区人事委員会か、毎年、特別区内の民

鬨企業従業員の給与実態を調査し、これと鱶員給与を比較し、さらに生肝費や国、他の地方

公共団体の給与なども考慮して、勧告を行っています。

職員の給与は、この勧告に基づき、区議会の審議を経て、「職員の給与に関する条例」で定

められています。 問先= 給与係 魯3880- 5111 ㈹

人件費の状況

( 10年度普通会計決算)

※ 人 件 費 と は、 一 般 卿 員 に 支 給 さ れる 給与 であ る 職 員 給 と 区 長 や 議 員 な ど 特 別 職 に 支 給 さ

れ る 給 料 ・ 報 酬 ・ 手 当 の ほ か 共 済 費( 社 会 保 険 料 の 事 業 主 負 担 分) な ど の 合 針 を い い ま す
※ 普 通 会 計と は 、地 方 自 冶 体 相 互 間 の 比 較 を 可 能 と さ せ る た め 、全 国 同 一 基 準 で 集 針 し た 統
計 上 の 会 計で す

普通会計の歳出額に占める人件費率および職員給率の推移

職員給与費の状況

( 11年度普通会計予算)

※ 給 与 費 は 、 当 初 予 算 に 骭 Σ さ れ た 額 で す
※ 「晁貫手当」のう5 主なものは、 扶番手当、胴堅手 当、通働手 畆 住居手当など で、遇瞻手当 はきまn てい ません

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
( 各 年4 月1 日 現 在)

※ - 般 行 政 鞦と は 、- 馼 亊 務 、生 木 技術 。 保 腎 生 等 の 職 員 で す 。 技 能 労 務 職 と は 、 自 動 賑 運
転 、 一 般 作 業 、6 食 調 理 再 の 職 員 で す
※ 平 均 給 料月 額 は 、本 后 の み の 平 眤 月 額 で 可 。平 均 袷5 月 額 は 、給 料 に 扶 養 手 当 、調 整 手 当 、
通 勤 手 当 など の 諸 手 当 を き ん だ 平 均月 額 で 可
肇国 のE卩 均 給 与 月 額[ ま、 公 衷 さn てい ま せ ん

職員の初任給の状況

( 11年4 月1 日現在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

( 11年4 月1 日現在)

※ 経 験 年 数と は 、 卒業 後 直 ち に 採 用さ れ 引き 続き 勤 務し てい る 場 合 は 、採 吊 後 の 年 数を い い ま 覃

一般行政職の級別職員数の状況
( 11 年4 月1 日 現 在)

※ g 回官ど瓸写戛便こ奮づ 蒭 屓貶渝 貶冫 ‾
※ 標畢的な蕀務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です

給与の概要

※ 退職手当の| 人当たり平均支給額は、10年勁こ退職した全職
種に係る職員に支給された平均額です

職員の勤務条件等

廠員の颱務眄間l a、原則として週休2 日膕により遭40時間で、よ曜・日曜が休みで覃(保

自 ● や圜盡館など、土 ● ・日曜日に開疔している韆襴は、別の日|こ休みを定めています)。

1年間に20日の有給休暇のほ力、慶弔休暇、迥振・l 産休瑕、育児休業を設けるととも

|こ、研修、厚生黔I 制度などを行っていま4 。

特別職の報酬等の状況
( 11 年12 月1 日 現 在)

※ 給 料 に つ い て は、11年6 月21 日 か ら 区 長 は20% 、11年8 月1

日 か ら 助 役 は10% 、収 入 役は5% の戴 額 措 置 が と ら れ て お り 、
減 額 後 の 月 額 で 覃

昇給期間短縮の状況

定員( 職員数) の状況

( 各年4 月1 日現在)

※ 職員数は、一般職に属する羈員数であり、地方公務員の身分
を保有する休職者、派遣職貝などを含み、臨時豕たは非常勤
職員を除いています

定員適性化計画の数値目標および進捗状況

( 1) 定員適正化の目標

区は、足立区行政改茶大綱|こ基づき、平成3

年贋から8年度の6年間に総職員奴の句%( 522

人) 削減目標計画を策定し、490人の定数を削減

しまし瓩。また、9年度から12年度の4年間|こ

6. 5%( 30Z人) を削減堽る計画を定め、9年度～

11年 度 の3 ヵ 年 で 、209人 の 定 掫を 削 減し ま し

た 。

こ う し た 取 り 組 みの 結 果。昭 和57年 度 に5, 853

人 で あ っ だ 定 数 か、11 年 度 で は 、4, 522 人 と な っ

て い まg- ( 1, 331 人 、22. 7%H) 。

ま た 、職 員1 人 当 たり の サ ービ ス 人 口( 人 口/

職 員) は 、 足 立 区 が' 152. 9人 、23 区 平 均 か108. 8

人 と な っ てい 豕 覃O

( 2) 定員適正化手法の概要

( 2) 定員適正化手法の概要

定員酒正化を推進可るZ三め、区扼殷の管理委

甌や李校哈痍の民間委託を摎すめていま覃。ま

た、事務のOA 化や事務事業の見直しを行つて

います。

区の絹織も、趙年見直しを行い觴素で旬率的

な組織を目指していま寸。

( 3)定員適性化計画の年次別進捗状況(実績) の概要
( 各年4 月1 日 現在)

※ 町i 明 同 は 、 平 成9 年 厦 がら? 諱 麦 の4 年 阿 で 穹

※ 平 成9 年覆 むら11 年 度 の 旬 轟 遵賦 罩 は 、 目 羣 郛7 大 のy 迴% で1

( 4)定員適性化計画の年次別進捗状況( 実蹟) の内訳

( 各年1 月1 日現在)

新 春 の あ だ ち を
歩い て、見て、楽しもう!
年が明けたら2000年です。
新しい年の始めに、区内で行われる伝統の祭りや
恒例行事に参加してみませんかO 何か新しい発見が
あるかもしれません。

1日～7日　七福神めぐり
区内には、千佳と伊興で七橿神めぐりがで

きます。どちらのコースをまわりますか?
□ 奥の細道・千畦宿千舜七福神
布袋尊・・・長円寺( 千佳4 ―27―5)
大局天・・・千住本水川神社( 千住3 ―22)
毘沙門天・・・勝専寺( 千住2- 11)
福禄寿・・・不励院( 千住1- 2- 2)

恵比爵天・・・千住神社( 千住g 元町24 ―1)
寿老人… 源長寺( 千住仲町4- 1)
弁則天・・・湫川神社( 千住仲町48 ―2)

□ 伊興七福神
布袋専・大黒天・毘沙門天・弁財天-‥実相

院( 1 尹興4- 15- H)
福禄寿・寿老人… 福寿院( 伊興2 ―18―18)

じ　恵比寿天・・・源正寺( 伊興2 ―2 ―35)

5日～15日　春の七草の展示
春の七草、全部わかります

か? 【セリ、ナズナ、ゴギョ
ウ、ハコペラ、ホトケノザ、
スズナ、スズシロ】

初原千 草園( 初 原1- 21- 26)

都市農葉公咫( 薦浜2 ―44- 1)

区役所1 階ロビ一

7日　 じ ん が ん な わ
約50㎏のわらで綢んだ6m ほどの大蛇を、

境内のイチョウの木に扈らせます。
大衆院( 西保木間2- 14- 5)

10日　 成 人 の 日 の 集 い
記念すべき2aXo年の区内の新成人は。7, 155
人。
東京武道館( 啝綾瀬3- 20- 1)

15日・16日　閻 魔( え ん ま) 開 き
1 月。7 月の15・16 日は赤顛の問魔さまの

御関根。門前は、母日の鰥店でにぎわいます。
廊専寺( 千住2 ―11)

21日　 初 大 師 ・だ る ま 市

厄月21日が縁日です。新春の朷大師は恒例
のだるま市もたち、特ににぎわいます。
西新井大師( 西新井1- 15- 1)
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催

し

物

ガ

イ

ド

新
春・

千
寿
七
福
神
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
を
、
家
族
や

仲
間
と
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
1

月
4
日
㈹
、
午
前
9
時
3
0分
～
1
0

時
3
0分
受
付
(
随
時
出
発
)

※
荒
天

中
止

集
合
場
所
1
千
寿
小
学
校

♀

住
1
-
2
5
-
1
)

対
象
=
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
=
一
人
1
0
0

円

申
込
0
5
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

で
、
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

問
先
=

体
育
振
興
係

足
立
区
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

「
共
通
科
目
/
第
2
回
」

共
通
科
目
と
別
に
開
催
す
る
専
門
科

目
の
試
験
に
合
格
し
た
方
は

、
区
公
認

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て

認
定
し
登
録

が
で
き
ま
す

。
ま
た

、
履
修
に
お
い
て

単
位
不
足
が
生
じ
た
場
合
は

、
次
回
講

習
会
以
降
で
も
分
割
の
受
講
が
で
き
ま

す
。

日
程
等
=

表
1

場
所
=

▽
講

義
・
:
区
役
所
1
3
階

▽
実
技
・・・
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
=

満
2
0
歳
以

上
で

、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
吁
っ
て
い
る

方
お
よ
び
指
導
者
を
目
指
す
方

定
員
-
7
0

人

費
用
―
無
料

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習

会
「
共
通
科
目
」、住
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
、
ス

ポ
ー
ツ
種
目
、
所
属
団
体
を
明
記

期

限
1
1
月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
体

育
振
興
係

〒
四一
・
8
5
1
0

中
央
本

町
1
1
1
7
1
1

表1 公認スポーツ指導員養成講習会

※ いずれも時間は午後7時～9時( 2/ 9は午後6時45分)

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

・
「
区
民
企
画
・
女
と
男
の
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
」

今
日
的
な
テ
ー
マ
で
皆
さ
ん
と
語
り

合
い
、考
え
る
講
座
で
す
。こ
れ
は
「
学

習
を
創
る
実
践
講
座
」
の
受
講
生
が
企

回
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

※
各
回

ご
と
の
受
講
が
可
能
で
す

日
時
等
=

表
2

場
所
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男

女

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用

―
無
料

申
込
=
1
2月
2
7日
か
ら
電
話

期
限
=
各
開
催
日
の
前
日

※
保
育

(
2
歳
以
上
学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方

は
1
月
6
日
ま
で
に
申
し
込
み

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅲ
「
話
し
て
み
よ
う
、

育
児
の
こ
と
、
私
の
こ
と
」

皆
さ
ん
で
育
児
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
、
就
業
と
育
児
の
関
係
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
等
=
表
3

場
所

―
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
女
性

定
員
=
3
0

人

費
用
―
無
料

申
込
1
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、希
望
理
由
、「
女
性
セ
ミ
ナ

ー
Ⅲ
」
と
明
記

※
保
育
(
2
歳
以
上

学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方
は
、
お
子
さ

ん
の
名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
を
記
入

(保
育
説
明
会
を
1
月
1
8日
午
前
1
0時

か
ら
行
い
ま
す
)

期
限
=
1
月
1
4日

必
着

圏
出
前
講
座
・
東
和
セ
ミ
ナ
ー
「
私
ら

し
く
生
き
る
、
輝
い
て
生
き
る
」

自
己
責
任
の
時
代
、
自
分
の
人
生
、

自
分
を
取
り
巻
く
社
会
に
つ
い
て
、
自

分
で
考
え
行
動
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
日
時
等
=
表
4

場
所
=
東
和
セ
ン
タ
ー

対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
女

定
員
-
4
0
人

(抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希

望
理
由
、「
東
和
セ
ミ
ナ
こ

と
明
記

※
保
育
(
2
歳
以

上
学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方

は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、
性

別
、
生
年
月
日
を
記
入
(
保

育
説
明
会
を
1
月
2
7日
午
後
2

時
か
ら
東
和
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
)

期
限
1
1
月
2
0

日
必
着

亜
男
性
セ
ミ
ナ
ー
「
女
と
男
の
自
立
を

め
ざ
し
て
」

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
失
業
や
、
熟
年
離

婚
が
増
加
し
、
男
性
は
今
ま
で
の
生
き

方
の
変
革
を
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
乖

の
生
き
方
を
考
え
直
し
、
男
性
の
自
寸

に
つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。
日
時
匹

り
表
5

場
所
‥‥女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男

性

定
員
=
2
5人
(
抽
選
)

費
用
=

無
料
(
材
料
費
7
0
0
円
程
度
実
費
)

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

希
望
理
由
、「
男
性
セ
ミ
ナ
ー
」と
明
記

汰
保
育
(
2

歳
以
上
学
齢
前
)
を
希

望
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、
件

別
、
生
年
月
日
を
記
入
(
保
育
説
明
会

を
1
月
1
9日
午
後
6
時
4
5分
か
ら
行
い

ま
す
)

期
限
1
1
月一耳
日
必
着

1

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
り
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

一
y
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

゛
1
8
8
0
)
5
2
2
2

表2 女と男のフリースペース

※ いずれも時間は午後6時45分～8時45分

表3 女性セミ ナーI l l

※ いずれも時間は午前10時～正午

表4 出前講座・東和セミナー

※ いずれも時間は午後2時～4時
表5 男性セミナー

※ いずれも時間は午後6時45分～8時45分ただし、2/ 26は午後1時～5時

6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の
は

区
役
所
代
表
へ

容
(
3

日
8
0
)
5
1
1

「-
㈹

凡例

申
込
・
:申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

七
草
が
ゆ
の

つ

ど

い

一
年
間
の
無
病
息
災
を
願
い
、
季

節
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
児
童
や
高

齢
者
が
い
っ
し
ょ
に
作
り
試
食
し
ま

す
。

日
時
9
1
月
7
日
窗
、
午
前

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
費
用
―
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
―
西
部
児
童
館
・
老
人
館

昔
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

掲
示
板

・
1
2月
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
年
末
年
始
の
救
急
事
故
を
な
く
そ
う

▽
暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
案
内
・
救
急
相
談

容
(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
#
7
1
1
9

災
害
情
報
案
内
・
消
防
相
談

昔
(
3
2
1
2
)
2
1
1
Q
J

・
1

月
1
0日
は
「
1
1
0番の
日
」

1
1
0
番
の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す

緊
急
時
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相
談

は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

警
視
庁
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

雲
(
3
5
0
1
)
0
1
1
0

プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
#
9
1
1
0

千
住
響
察
署豐

(
3
8
7
9
)
0
1
1
-
0

西
新
井
警
察
署

?
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署{

″一
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
筱
警
察
署

昔
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

亜
年
末
年
始
テ
ニ
ス
講
習
会

▽
硬
式
テ
ニ
ス

日
時
=
1
2月
3
0日
～
1

月
3
日
、午
前
1
0時
～
午
後
4
時
(
1

月
1
日
は
午
前
1
1時
か
ら
)

場
所
=

竹
の
塚
第
六
公
園
・
上
沼
田
東
公
園

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

費
用
=
5
0
0

円

申
込
0
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

庭
球
協
会
・
中
田

酋
(
3
8
9
7
)
5
4
3
8

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
時
1
1
月
1
日
～

1
月
3

日

、
午
前
1
0
時
1

午
後
4

時

(
1
月
1

日
は
正
午
か
ら
)

場
所
=

千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象
‥
n区
内
在

住
・
在
動

費
用
=
5
0
0円

申
込
=

当

日
直
接
会
場
へ

問
先
I

ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
・
鹿
角

登
(
3
8
8
8
)
3
7
0
{

○

・

都
立
足
立
技
術
専
門
校
4
月
入
校
生

募
集

科
目
=
▽
昼
間
部
・・・
木
工
科
・
塗
装
科

・
C
A
D

製
図
科
・
タ
イ
ル
施
工
科
・

電
気
工
事
科
・
電
子
工
学
科
・
ビ
ジ
ネ

ス
経
理
科
・
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

▽
夜
間
部
・
:
木
工
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
経
理

科

申
込
期
間
=
1

月
1
2
日
～
2
月
4

日

申
・
問
先
=

都
立
足
立
技
術
専
門

校

昔
(
3
6
0
5
)
6
1
4
6

・

都
立
舎
人
公
園
つ
り
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

募
集
期
間
a
1

月
6

日

丿一
日

対
象
=
2
0

歳
以
上
で
月
2

回
(
1

回
に
4

時

間
)

程
度
参
加
で
き
る
方

定
員
a
8

人

申
・
問
先
―
東
部
公
園
緑
地
事
務

所
管
理
課

?
3
8
2
1
)
6
1
4
5

ま
た
は
舎
人
公
園
管
理
所

公
(
3
8
5
7
)
2
3
0
8

・

足
立
消
防
署
が
仮
庁
舎
に
移
転
し
ま

し
た足

立
消
防
署
は
建
て
替
え
の
た
め
、p

一
月
1
5
日
か
ら
一
時
移
転
し
て
い
求
す
。

移
転
先
=
保
木
間
2
-
3
3
1
2
0

新
庁

舎
完
成
予
定
儿
m

年
5
月

問
先
=
足

立
消
防
署

登
(
3
8
5
9
)
0
1
1
9

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
=

y
1
月
1
6
日
即
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
)

午
前
9
時
～
午

後
2
時

※
雨
天
中
止
/
6
0区
画
/
出

店
料
千
円
/
電
話
/
友
本

昔
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

▼
1
月
2
3
日
剛
区
有
地
(
帛
花
畑
1
-

1
2
)
午
前
9
時
～
午
後
3
時
※

雨
天
中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/

電
話
/
高
橋昔

(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

y
1
月
2
3
日
沺
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
)
午
前
9
時
～
午

後
3
時

※
雨
天
中
止
/
8
0区
画
/
出

店
料
千
1
2
千
円
/
電
話
/
安
藤

登
(
3
8
1
5
)
4
8
8
7
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あ
だ
ち
再
生
館

第3 回

地
球
に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

作
品
・
ア
イ
デ
ア
募
集

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
一
人
ひ
と
り
の
行

動
が
大
切
で
す
。
ご
み
と
し
て
捨
て
る

前
に
再
利
用
・
再
活
用
し
て
い
ま
す

か
。
ご
み
を
減
ら
し
、
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

内
容
=
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
・
作
品
、
地

域
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
(
文
章
・
写
真

な
ど
)
受
付
日
時
=
2
月
2
9
日
～
3

月
5
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
申

込
=
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
持
参

申
・
問

先
=
あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
(
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
)

〒
m一・
〇
〇
1
1

中
央
本
町
2
1
9
-
1

{″一
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

消

費

者

講

座

相
続
や
離
婚
な
ど
、身
近
な
法
律
の
話

弁
護
士
の
わ
か
ひ
や
す
い
お
話
で
、も

う
一
度
暮
ら
し
を
見
つ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時
=
1
月
2
6日
㈲
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
―
区
内
在

・住
・
在
動
・
在
学
の
方

講
師
=
横
罹

章
氏
(
弁
護
士
)

定
員
廴
劭
人
(
先

着

順
)

※

保

育

あ

り

。
事

前

に

申

し

込

み

し

て

く

だ

さ

い

費

用
=

無

料

申
込
=
1
2
月
2
7
日
か
ら
・
`
話
場
・
申

・

問

先
=

消

費

者

セ

ン

タ

ー

昔
(
{
4
}
8
8
0
)
3
(

气
)
8
Q
)

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
月
1
0日
㈲
、
午
後
1
時
3
0分

(午
後
o
時
3
0分
受
付
開
始
)

場
所
a

東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
5

分
)

対
象
=
昭
和
5
4年
4
月
2
日
I

昭
和
5
5年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

※

案
内
状
を
持
参
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
自
動
車
で
の
来
場
は
お
断
り
し

ま
す

問
先
―
青
少
年
課
調
整
係

郷
土
博
物
館
の
催
し

・

映
画
会

第
2

土
曜
日
の
無
料
公
開
日
に
映

睡
を
上
映
し
ま
す

。

日
時
9
1

月
8

日
出
、
午
前
1
1時

内
容
=

「
国
I

し
I
し
ょ
i
に
ぇ

東
の
修
正
鬼
会
」(
3
1
分
)
・
:
国
東

半
島
に
伝
わ
る
正
月
行
事
/

「
輪
島

塗
り
に
生
き
る
」(
3
4
分
)

…
4

年

の
歳
月
を
か
け
た
懸
盤
製
作
の
技
術

記
録

・
1

月
9
日
沺
の
催
し

▽
初
釜
の
会
・
:
時
間
=

午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
3

時

内
容
―
小
林
仙
利

社
中
に
よ
る
お
点
前

▽
謡
曲
…
時
間
=
午
前
1
1時
3
0分
、

午
後
1
時
3
0分
の
2
回

出
演
=
足

立
謡
曲
連
盟

▽
郷
土
芸
能
鑑
賞
会
・
:時
間
=
正

午
、
午
後
1
時
の
2
回

内
容
=
柳

原
箕
輪
囃
子
連
に
よ
る
獅
子
舞
の
上

演
、お
は
や
し
の
演
奏

-

い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料

申
込
―
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館
　

昔
(
3
6
2
0
)
9
3
9

气
j

1

くらしの
情報

都

市
計
画
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
圃
を
変
更
し

ま
し
た
。

・
千
住
弥
生
公
園
の
廃
止
に
伴
う
決
定

及
び
変
更
等

▽
東
京
都
市
計
画
公
園
の
変
更

千
住
弥
生
公
園
の
廃
止
/
梅
島
二
丁

目
公
園
の
廃
止
/
ベ
ル
モ
ン
ド
公
園
の

追
加
/
梅
島
東
公
園
の
追
加

▽
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
及

び
変
更
(
図
1
)

梅
島
一
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決
定

※
新
た
に
地
区
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

の
で
、
建
築
な
ど
の
際
に
は
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す

梅
勝
地
区
地
区
計
回
の
変
更

▽
東
京
都
市
計
画
沿
道
地
区
計
画
の
変

更
(
図
1
)

国
道
4
号
A
地
区
(
日
光
街
道
)
沿

道
地
区
計
回
の
変
更

告
示
日
I
H
月

喇
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更

(風
営
法
改
正
に
伴
う
計
画
書
記
述
の

整
理
)

伊
興
町
前
沼
地
区
/
竹
ノ
塚
駅
西
口

地
区
/
高
野
地
区
/
小
台
一
丁
目
地
区

/
花
畑
北
部
地
区
/

島
根
四
丁
目
地
区

告
示
日
l
‥一
1
1月
1

日

亜
東
京
都
市
計
画
沿
道
地
区
計
画
の
変

更
(

建
築
基
準
法
施
行
令
改
正
に
伴
う

計
画
書
記
述
の
整
理
)

足
立
区
環
状
七
号
線
A

地
区
/

足
立

区
環
状
七
号
線
B
地
区
/
足
立
区
環
状

七
号
線
c

地
区
/

足
立
区
環
状
七
号
線
D

地
区
/

国
道
4

号
B

地
区
(

日
光
街

道
)

告
示
日
A
H

月
1
日

亜
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更
(

削
除
及
び
追
加
)

区
域
=
皿
沼
二
丁
目

、
花
畑
二
丁
目

、

江
北
一
丁
目
お
よ
び
扇
二
丁
目
各
地
内

告
示
日
=
H

月
1
日

・

東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

(
建
築
基
準
法
改
正
に
伴
う
計
画
喬
記

述
の
整
理
)

区
域
=

区
内
全
域

告
示
日
=
1
1一
月
1
1

日・

東
京
都
市
計
画
高
度
地
区
の
変
更

区
域
1

千
住
旭
町
地
内
(

北
予
住
駅
構

内
)

告
示
日
=
p
一
月
1

日

・

東
京
都
市
計
画
再
開
発
地
区
計
画
の

変
更
(
風
営
法
改
正
に
伴
う
計
画
書
記

述
の
整
理
)

区
域
9
千
住
大
川
端
地
区

告
示
日
=
1
2

月
1
日-

い
ず
れ
も
I

縦
覧
場
所
・
問
先
―
都
市
計
画
課

図1 区域図

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(
高

齢
者
集
合
住
宅
)
の

入
居
者
募
集

募
集
施
設
=
▽
都
営
・
:
単
身
者
向
け
・

2
人
世
帯
向
け
▽
区
・
:
単
身
者
向

け
申
込
期
間
=
1
月
1
2
日
～
1
9
日
　

(土
・
日
曜
日
は
除
く
)

申
込
用
紙

配
布
場
所
―
住
宅
管
理
係
(
期
間
内
配

布
)
、各
区
民
事
務
所
(
期
間
内
で
も
予

定
枚
数
配
布
次
第
終
了
)

※
く
わ
し

く
は
「
申
込
用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理

係

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
6
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
二
管
理
事
務
所
業
務
課

S
(
5
6
9
7
)
2
4
5

り
/』

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課
助

成
係表6 水洗化可能地域

1月の国民年金の相談と説明会
国民年金の手続きや、保険料の納付についてご相愁ぐ びさしU

中
心
市
街
地
活
性
化
法
に
基
づ
く

基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

国
は
、
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業

な
ど
の
活
性
化
を
一
体
的
に
推
進
し
、

空
洞
化
の
進
行
し
て
い
る
中
心
市
街
地

を
活
性
化
す
る
た
め
に
中
心
市
街
地
活

性
化
法
を
施
行
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
市
街
地
活
性
化
の

た
め
の
総
合
的
な
対
策
を
行
政
、T
M
O
(

注
)
、民
間
事
業
者
な
ど
が
連
携
し

て
推
進
し
ま
す
。
区
は
国
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
「
基
本
計
画
」
を
作
成
し
、

そ
の
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種
事
業

を
関
係
省
庁
が
相
当
規
模
の
予
算
で
支

援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

区
は
、
学
識
経
験
者
、
区
民
や
商
業

者
の
地
域
代
表
者
、
関
係
行
政
機
関
な

ど
で
構
成
す
る
「
足
立
区
中
心
市
街
地

活
性
化
基
京
計
画
策
定
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
基
本
計
罎
内
容
の
検
討
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、J
R
北
千
住
駅
西
口
周
辺

を
中
心
と
す
る
千
住
地
区
を
中
心
市
街

地
エ
リ
ア
と
す
る
基
本
計
画
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

問
先
―
都
市
計
画
課
ま

た
は
産
業
振
興
課

※
(
注
)
T
M
O
(

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
機
構
)
1
行
政
、企
業
、市
民
、

商
工
団
体
な
ど
の
公
的
セ
ク
タ
ー
が
い

っ
し
ょ
に
な
っ
た
組
織

ひ

ろ
ば

犬
「ひ
ろ
ぱ
」は
毎
月
2
5
日
号
に
掲
載

し
ま
す
。掲
載
内
容
の
責
任
は
当
事
者

間
で
。内
容
I
サ
1
ク
ル
の
会
員
萬
一

簗
や
催
し
物
等
、く
わ
し
く
は
お
問
い

{
-
わ
せ
系
さ
い
費
?
箭
申
一

込
去

報
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
蚕

ボ

項
を
記
入
し

、持
参
ま
た
は
郵
戔
1

団
体
1

事
弓

掲
載
後
3

ヵ
月
間
は
申

し
込
み
で
き
ま
せ
ん
)

期
限
=

掲
載

希
望
月
の
前
月
末
日

掲
載
方
法
―
抽

。選

申
・
問
先
=
広
報
係

、、

=
催
し
物
=

★
小
・
中
学
生
1
日
囲
碁
教
室
1
月

3
0
日
閣
、午
前
9
時
3
0
分
/
青
年
セ
ン

タ
ー
/
千
円
(
教
材
・
昼
食
代
)
/
3
0

人
/
1
-
'
話
/
刪

a
0
4
8
9
(
7
8
)
1
5
8
3

★
映
画
「
稚
内
発
学
び
座
」
上
映
会

2
月
2
日
廁
、
午
後
7
時
/
西
新
井
文

化
ホ
ー
ル
/
大
人
千
円
・
高
校
生
以
下
5
0
0

円
(
当
日
5
0
0円増
)
/
シ
ネ
ーフ
ィ

ー
ル
ド
あ
だ
ち
・
田
中

a
(
5
6
8
6
)
7
2
2
0

★
足
立
文
化
あ
し
の
葉
会
3

月
1
5～
2
0

日
/
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
水

墨
固
、
日
本
画
の
合
同
作
品
発
表
/
無

料
ノ
宮
本

昔
(
3
8
9
9
)
4
3
0
8
　
　
　
　
　
=

会
員
募
集
p

★
気
学
九
星
研
究
会

毎
月
第
2

土
曜

日

、
午
後
7
時
～
9

時
/

西
新
井
本
町

一
丁
目
/

月
額
千
5
0
0円
/

林

昔
(
3
8
9
8
)
4
0
2
8

★
い
け
ば
な
と
花
あ
そ
び
毎
週
火
曜

日
、午
後
5
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
綾

瀬
ブ
ル
ミ
エ
ほ
か
/
入
会
金
3
千
円

、

月
額
3
千
円
/

高
橋

S
(
5
6
8
2
)
8
4
7
1

★
足
立
水
墨
画
振
興
会
毎
月
第
1
・

第
1
火
曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
/
千

住
中
居
郵
便
局
/
入
会
金
千
5
0
0
円
、月

額
2
千
円
(
障
害
者
の
方
は
半
額
)
/

槙
島
`
一
一
(
3
8
5
0
)
2
7
2
7

★
水
彩
画
「島
六
絵
の
会
」毎
週
木

曜
日
、午
後
1
時
～
4
時
※
見
学
自

由
/

島
根
六
月
自
治
会
集
会
所
/
入
会

金
3

千
円

、
月
額
3

千
円
/

大
嶋

{
一
一
(
3
8
8
3
)
4
4
4
(
`
‥
y

★
水
墨
画
「創
美
会
」毎
月
第
2
・

第
4
火
曜
日
、午
後
2
時
～
4
時
/
梅

田
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
3

ヵ
月
5

千
円
/

佐
藤

登
(
3
8
8
4
)
1
8
0
8

★
東
京
東
部
・
棋
友
会

毎
月
第
3

日

曜
日

、
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
5

時

汰
初
心
者
歓
迎
/

東
和
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

無
料
/

高
島

{一
″
(
3
6
0
5
)
5
5
2
0

○ 「ハローワーク足立」の求人情報を区役所中央館2 階「お知らせコーナー」に掲示しました ので、ご利用ください。 問先一産業振興課
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あだち広報エクスプレス
3 月号

投 稿 募 集

「ス卜レ ス解消 法 」

3
月
号
の
テ
ー
マ
は
『
ス
ト
レ
ス
解

消
法
』
で
す
。
い
つ
も
自
分
の
思
い
ど

お
り
に
物
事
を
運
ぶ
こ
と
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
我
慢
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
押
さ
え
過
ぎ
て

思
わ
ず
爆
発
・
:な
ん
て
こ
と
に
な
る
前

に
ス
ト
レ
ス
は
解
消
し
た
い
も
の
。
そ

こ
で
、
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

今
号
に
つ
い
て
の
ご
意
見
ご
感
想
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
え
、
掲
載

し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
=
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、4
0
0字程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
=
1
月
1
4日

申
・
問
先
上
人一
報
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

砌
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第9 回

佐

野

川
沿
い
の
屋
敷

中
川
沿
い
の
佐
野
憩
い
の
森
は
、佐

野
の
開
発
者
・
佐
野
新
蔵
‘
`
信
の
屋
敷

跡
で
す
。
周
囲
に
は
堀
が
め
ぐ
り
、
う

っ
そ
う
と
し
た
木
立
に
は
鳥
や
虫
た
ち

が
生
息
し
て
い
ま
す
。

佐
野
家
は
元
々
幕
府
の
代
官
・
伊
奈

忠
次
、
忠
治
に
仕
え
た
武
家
で
、
江
戸

時
代
の
は
じ
め
に
は
領
地
と
し
て
佐
野

新
田
の
一
部
を
伊
奈
冢
か
ら
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
(
佐
野
家
文
書
)
。伊
奈
忠

次
は
幕
府
財
政
の
基
盤
を
整
備
す
る
た

め
に
全
国
に
赴
き
ま
す
が
、
忠
次
に
従

っ
て
佐
野
胤
信
の
足
跡
も
心
江
(
現
静

岡
県
西
部
)
・
相
模
(
神
奈
川
県
)
に

残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
胤
信
の
子
、
胤
繁
は
寛
永
年
間

(
1
6
2
4
～
4
4
)
に
内
匠
橋
～
伊

藤
谷
櫺
間
の
綾
瀬
川
直
線
甅
路
の
開
削

に
地
元
の
農
民
と
と
も
に
従
事
し
ま
し

た
。
新
川
と
呼
ば
れ
た
こ
の
綾
瀬
川
流

路
は
、
治
水
だ
け
で
な
く
水
運
の
便
に

も
利
用
さ
れ
、
内
匠
橋
に
は
江
戸
か
ら

の
船
が
人
と
物
資
を
運
び
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

佐
野
冢
の
あ
る
佐
野
新
田
で
も
下
肥

の
取
引
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
、
江
戸

と
二
郷
半
(
現
三
郷
市
)
な
ど
各
地
を

船
で
結
ん
で
い
た
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。こ
の
よ
う
に
佐
野
と
河
川
交
通
は

深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、中
川
沿
い
の
佐
野
冢
の
屋
敷
は

水
運
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
で
す
。
伊

奈
忠
次
に
従
っ
て
各
地
へ
出
か
け
た
初

代
胤
信
や
、
綾
瀬
川
の
開
削
に
従
事
し

た
二
代
胤
繁
に
と
っ
て
、
こ
の
場
所
は

屋
敷
を
構
え
る
に
は
絶
好
の
条
件
を
そ

ろ
え
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
を
持
つ
佐
野
家
の
屋
敷

跡
は
、
川
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
物
語

る
史
跡
の
一
つ
で
す
。八

郷
土
博
物
館
V▲ 佐野家屋敷跡( 左の森) と中川

あだちカレンダー　1 月
小・中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日(祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分
S3880 ―5577( 学校教育部指導室内)
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